
（別添資料１）

事業所名 児童発達支援センターあすなろ 支援プログラム（児童発達支援・放課後等デイサービス・保育所等訪問支援） 作成日 令和７ 年 1 月 31 日

法人（事業所）理念 「生かせいのち」

支援方針

専門的療育や指導・早期支援と早期療育

営業時間 9 時 分から 17 時 10 分まで 送迎実施の有無 あり なし

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活

・健康状態の把握をする。・食事や排泄等発達状況に合わせて支援を行う。

運動・感覚

・遊びや行動活動を通じて、様々な感覚に刺激を与え、発達を促す。・体全体を使って遊びを中心に楽しい気持ちを養う。

認知・行動

・絵本や製作を通して、春夏秋冬を感じる。・製作活動や学習を通して全体的な発達を促す。

言語
コミュニケーション

・遊びや様々な活動を通して、やりとりの力をつけていく。・自分の思いや相手の気持ちを理解できる環境を工夫する。

人間関係
社会性

・スタッフやおともだちと一緒に行えるルール遊びを通して、他者との関わりの経験領域を増やす。・絵カードなどを使って、コミュニケーションの力をつけていく。

家族支援

・保護者勉強会を実施する。・家族からの相談や悩みに対応する。

移行支援

・こども園、学校等への情報共有・移行支援会議・カンファレンスの実施

地域支援・地域連携

・関係する相談支援事業所やこども園、学校等と連携を図る。

職員の質の向上

・新任職員研修・法定研修（コンプライアンス・虐待防止・身体拘束等の
禁止・ハラスメント・感染症予防・権利擁護等）・ケース検討会

主な行事等

・保護者勉強会・季節に合わせた行事。



～児童発達支援センターあすなろ～ 

 

児童発達支援 

放課後等デイサービス 

保育所等訪問支援 

 

〔目標〕 

① ひとりひとりの子どもさんの発達状態を把握して 

子どもの好きな遊びを手掛かりにスタッフ大好き 

な関係を築きます。 

 

② 子ども達がまわりの環境や人・物に気付くのを支 

援し、それらを自ら主体的に取り組もうとする意 

欲を育てます。 

 

個別支援計画（５領域）に沿った支援課題の設定を 

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康・生活 

 健康状態の維持や改善、基本的生活スキ

ルの習得、生活リズムの形成の支援方法を

考えます。 

睡眠、食事、排泄を身につける方法。食を営

む力の育成と楽しい食事への配慮（感覚等）

支援（咀嚼、嚥下、姿勢保持等）します。遊

びの中や日常の学習機会を利用した支援、

環境配慮を工夫します。 

運動・感覚 

 運動機能、バランス感覚、力の強弱、

距離感、様々な体の感覚・感触に触れ、

感覚の成長を支援します。体の感覚

は、力加減や、体の動きをコントロー

ルするだけでなく、気持ちやテンショ

ンのコントロールにも役立ちます。 

人間関係・社会性 

 SST（ソーシャルスキル）と言われる支援です。“順番交代”“役割”“ルールを守る”

“指示に沿った行動をする”など、社会に適応する為に必要なスキルを支援します。ま

た、“感情に気付く”“感情に名前を付ける”“対処法を考える”など、気持ちのコントロ

ールを練習します。 

 また、ストレスが強い状態の時には、子どものペースに合わせて関わり、ストレスを

発散する方法を考えます。 

言語・コミュニケーション 

 “要求”“報告”“聴く”“模倣”“観察す

る”など、自分も周囲の人も大切にするコ

ミュニケーションを学びます。言葉だけで

なく、ジェスチャーやカードなど、子ども

に合った方法を考え支援します。 

認知・行動 

 特性に合わせて、どのような方法であ

れば円滑に学習できるかを模索し、支援

します。また、“着席”“少し嫌なことへ

も頑張ってみる”等課題に向き合う力が

つくよう支援します。頑張ると「楽しい」

と感じるように関り方や内容を工夫し

ます。 




	支援プログラム① (1)
	支援プログラム② (1) (1)
	あすなろパンフレット写真②resize

